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協

会
活
動
状
況

(
特
別
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
す

べ
て
会
場
は
事
務
所
に
お
い
て

都
合
に
よ
り
出
席
者
名
を
省
略
。
)

●
昭
和
五
十
八
年
六
月

二
十
九
日

(
水
)

五
十
八
年
度

第

二
回
常
務
理
事
会

・王
な
議
題

一
、
自
然
観
察
指
導
員
講
習
会

の
日
程

の
件

二
、
会
費
滞
納
会
員

の
取
り
扱

い
の
件

三
、
会
報

の
編
集
方
針

の
件

四
、
自
然
観
察
会

の
実
施
計
画

の
件

五
、
自
然
観
察
指
導
員

に
対
す

る
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
の
件

六
、
熊

牛
水
力
発
電
計
画
の
件

七
、
チ

ョ
ウ
ザ

メ
の
生
息
情
報
収
集
依
頼
の
件

八
、
理
事

の
分
担
分
野

の
件

●
七
月
十
七
日

(日
)

自
然
観
察
会

場
所

札
幌
市
西
山
市
有
林

講
師

木
内

栄
氏

参
加
者
三
十
名

●
七
月

二
十
日

(水
)

釧
路
湿
原
保
全
対
策
検
討
会

(環
境
庁
)

八
木
会
長
出
席

●
七
月

一一十

五
日

(
月
)

五
十
八
年
度
第

三
回
常
務
理
事
会

・王
な
議
題

一
、
委
託
調
査

の
受
託
の
件

二

、

三

、

四

、

五

、

財
政
問
題
の
件

自
然
観
察
会
の
実
施
計
画
の
件

講
演
会
の
開
催
の
件

知
事
対
談
テ
ー
マ
の
件

六
、
大
雪
山
国
立
公
園
内
高
原
温
泉

地
区

の
歩

道
利
用

の
件

七
、
石
狩
浜
の
ア
リ
塚

の
件

八
、

日
高
横
断
道
路

の
件

●
七
月

二
十
六
日

(火
)

大
雪
山
国
立

公
園
内
高
原
温
泉
地
区

の
歩
道

利
用
に
か
か
る
検
討
会

(道
庁
)

八
木
会
長
出
席

●
八
月
六
日

(土
)
～
八
月
八
日

(月
)

第
五
十

二
回
北
海
道
自
然
観
察
指
導
員
講
習

会
・王
催

(社
)
北
海
道
自
然
保
護
協
会

(財
)
日
本
自
然
保
護
協
会

後
援

北
海
道

北
海
道
教
育
委
員
会

美
瑛
町

講 場 協
師 所 賛

●
八
月
十

五
日

五
十
八
年
度
第

四
回
常
務

理
事
会

主
な
議
題

一
、
日
高
横
断
道
路

の
件

一、
北
海
道
自
然
観
察
指
導
員
連
絡
協
議
会

の

(財
)
前

田

「
歩
園
財
団

上
川
郡
美
瑛
町
字
白
金

石
川
信
夫

(旭
川
実
業
高
校
教
諭
)

大
山

明

(旭
川
南
高
校
教
諭
)

金
田

平

(神
奈
川
県
立
新
羽
高

校
教

諭
)

工
藤
父
母
道

(
〈
財
〉

日
本
自
然

保
護
協
会
主
任
研
究
員

)

柴
田
敏
隆

(
〈財
〉
山
階
鳥
類
研

究
所
資
料
室
長
)

八
木
健
三

(北
海
道
大
学
名
誉
教

授

)

参
加
者
六
十
七
名

(
月
)

取
り
扱

い
の
件

●
八
月
十
八
日

(木
)

目
高
横
断
道
路

(静
内
i
中
札
内
線
)
計
画

に
対
す
る
要
望
書
を
北
海

道
知
事
あ

て
提
出

●
八
月

二
十

一
日

(
日
)
～

二
十
三
日

(
火
)

釧
路
湿

原
保
全
対
策
検
討
会

現
地
視
察

(環

境
庁
)

八
木
会
長
出
席

自
然
観
察
会
に参

加
し
て

真
鍋

鉄
雄

出
不
精
で
野
外

に
出
か
け
る
こ
と
も
な
く
、

休

日
は
家
で

テ

レ
ビ

に
か
じ
り

つ
く
習
慣
に
な

っ
て
い
ま

し
た
が
、
自
然
保
護
協
会

に
入
会

し

た

の
を
機
会

に
、
昨
年

は
小
林
峠

～
八
垂
別

の

滝
、
今
年

は
西
山
市
有
林
で

の
自
然
観
察
会

に

参
加
し
ま
し
た
。

観
察
会
で
は
、
植
物

・
動
物
な
ど

の
専
門

家

か
ら
親

切
な
解
説
が
お
聞

き
で
き
、
ま
た
参
加

者
同
十
の
会
話
な
ど
か
ら
、
自
然

に
つ
い
て
多

方
面
か
ら
観
察
す
る
知
識
も
得
ら
れ
勉

強
に
な

り
ま
す
。

今
年

の
自
然
観
察
会
は
七
月
十
七
日
、
西
山

市
有
林
で
開
催
さ
れ
、
講
師
は
札
幌
市
役
所

の

木
内
栄

さ
ん
で
、
家
族
連
れ
な
ど
三
十
名
が
参

加
し
、
林
内
の
道
路
を

二
時
間
程
度
散
策
し
ま

し
た
が
、
道
端

に
カ
ブ
ト
虫
が

い
て
、
小
学
生

が
歓
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
途
中
で
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マ
ム
シ
の
赤
ち

ゃ
ん
が

つ
か
ま

え
ら
れ
、
講
師

か
ら

「
殺
す
か
、
放
す
か
、

ど
う
し
ま
す
か
」

と
全
員

の
意
見
を
尋
ね
ら
れ
、

「
殺
す
」
と

い

う
声
が
多

か
っ
た
け
れ
ど
、

「普
通
は
殺
す
の

だ

け
れ
ど
、
自
然
観
察
会
な
の
で
今
日
だ
け
は

殺
す

の
を
勘
弁

し
ま
し
ょ
う
」
と
放
さ
れ
た
。

地
蜂

の
巣

が
見

つ
か
り
、
参
加
者

一
同
巣
を

●
お
知

ら
せ

囲

ん
で
、
住
宅
地
内

の
蜂
の
巣

の
除
去
方
法
に

つ
い
て
、
経
験
談
を
ま
じ
え
た
意
見
が

か
わ
さ

れ
る

一
幕
も
あ
り
ま

し
た
。
私
は
、
仕
事
の
関

係

か
ら
西
山
市
有
林

に
は
何
度
も
行

っ
て
い
ま

す

が
、

い
つ
も
は
目
的

の
箇
所
に
車
で
行

っ
て

帰
る
だ

け
で
、
二
時
間
近
く
歩
く
の
は
初
め
て

で
あ
り
、
な

に
げ
な

い
自
然
で
も
三
十
名
の
目

で
見
れ
ば
、
カ
ブ
ト
虫
も

マ
ム
シ
も
、
蜂
の
巣

も
.簡
単

に
見

つ
か
る

こ
と
は
お
ど
ろ
き
で
あ
り

(札
幌

に
住
ん
で
二
十
年
、
市
内
で
初
め
て

マ

ム
シ
を
見
ま
し
た
。)
、
ま
た
路
傍

の
裸
地

に
は

カ
ラ

マ
ツ
の
自
然

に
生
え
た
も
の
が
見
ら
れ
非

常

に
め
ず
ら
し

か

っ
た
。

来
年

の
自
然
観
察
会

に
も
、
ぜ
ひ
参
加
し
た

講
演
と
映
画
の
タ
ベ

主
催

(社
)
北
海
道
自
然
保
護
協
会

(株
)
北
海
道
新
聞
社

後

援

サ

ッ
ポ

ロ
ビ

ー

ル

(株

)

サ

ン
ト

リ

i

(株

)

皆
様

い
か
が

お
過

ご
し
で
し

ょ
う
か
。

さ
て
、
次

の
と
お
り
「
講
演

と
映
画

の
夕
べ
」

を
計
画

い
た
し
ま
し
た
の
で

ご
案
内

い
た
し
ま

す
。
今
年
度
は
当
協
会

の
会
員
で
あ
り
、
自
然

保
護

に
造
詣

の
深

い
、
芥
川
賞
作
家

の
加
藤
幸

子
女
史
を
お
招
き

い
た
し
ま
し
た
。

ロム

演
題

の

「
都
市
と
自
然
」
で
は
、
女
史

の
自

然
保
護
運
動

の
体
験
、
文
学
と
の
関
わ
り
な
ど

を
お
話

し
い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。

映
画

「
北
海
道

の
湿
原
」
は
釧
路
湿
原
を
中

心
に
、
北
海
道
に
お
け
る
湿
原

の
四
季

の
姿
を

美

し
く
紹
介
し
た
も

の
で
す
。
ま

た
、

「
フ
ラ

イ
ト

・
ツ
ウ

・
サ
バ
イ
バ

ル
」
は
、

タ
ン
チ

ョ

ウ

や
世
界
各
地
の
ッ

ル
の
生
態

や
保
護

に
つ
い

て
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

お
誘

い
あ
わ
せ
の
う
え
、
奮

っ
て
ご
参
加
下

さ

い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

と

き

昭
和
五
十
八
年
九
月

二

十

七

日

(火
)
午
後
六
時
～
八
時
三
十
分

と
こ
ろ

道
新
大
通
館
七
階
A

・
B
会
議
室

(札
幌
市
中
央
区
大
通
西
三
丁
目

六
)

む

　

フ

ロ
ク

ラ

ム

、

二

、

三

、
入
場

申
し
込
み
方
法

座
席
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
往
復

ハ

ガ
キ
で

お
申
し
込
み
下

さ
い
。
抽
選
の

う
え
、

三
〇
〇
名
の
方

に
入
場
整
理
券

を
発
行

い
た
し
ま
す
。
な

お
、
返
信
用

ハ
ガ
キ
に
は
ご
自
分
の
住
所
、
氏
名
を

必
ず

記
入
し

て
下
さ

い
。

映
画

「
北
海
道

の
湿
原
」

映
画
紹
介

辻
井
達

一

(北
大
農

学
部
助
教
授
)

映
画

「
フ
ラ
イ
ト

・
ツ
ウ

・
サ
バ
イ

バ

ル
」

映
画
紹
介

八
木
健
三

(当
協
会

会
長
)

講
演

「都
市
と
自
然
」

加
藤
幸

子
女
史

講
演
者
紹
介

八
木
健
三

無

料

(定
員
三
〇
〇
名
)

申
し
込
み
先

〒
〇
六
〇

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
三

丁
目
六

北
海
道
新
聞
社
事
業
局
文

化
部

「講
演
と
映
画

の
夕
べ

」
係

申
し
込
み
締

切
り

九
月
二
十
日

(必
着

の
こ
と
)

懇
談
会
11
自
然
保
護
に
つ
い
て
ー1

と

き

と

こ
ろ

昭
和
五
十
八
年
十
月

一
日

(土
)

午
後

一
時
三
〇
分
～
四
時

北
大
百
年
記
念
館
大
会
議
室

(北
九
条
西
六
丁
目

北
大
正
門

を
入

っ
て
す
ぐ
)

特
に
テ
ー

マ
を
し
ぼ
ら
ず
、
自
然
保
護
全
般

に
関
す
る
諸
問
題
、
当
協
会
の
あ

り
方
な
ど
に

つ
い
て
、
自
由
な
雰
囲
気

で
会
員
相
互
の
意

見

の
交
流

の
場
と

い
た
し
た

い
と
考
え

て
お
り
ま

す
。最

近
入
会
さ
れ
た
方

、
自
然
保
護
活
動
に
経

験
深

い
方
、
ど
う
ぞ
お
さ
そ

い
あ
わ
せ
の
う
え

多
数
ご
出
席
下
さ

い
。

い
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、
三
十
名
も
集
ま
る
と
、

講
師
の
お
話
が

よ
く
聞
き
と
れ
な

い
の
で

ハ
ン

ド

マ
イ
ク
な
ど
用
意
願

い
た

い
の
と
、
自
然
の

中
で
昼
食

を
取

れ
る
よ
う

に
計
画
さ
れ
る
の
が

望
ま
し

い
と
思

い
ま
す
。
も
う
味
覚

の
秋
、
キ

ノ

コ
の
観
察
で
も
あ

っ
た
ら

い
い
な
ー
と
思

っ

て
い
ま
す
。

(会
員

・
札
幌
市
)

西
山
市
有
林

自
然
観
察
会
に
参
加
し
て

福
地

郁
子

曇
り
空
の
七
月
十
七
日
、
札
幌
市
豊
平
区
有

明
に
あ
る
西
山
市
有
林

の
観
察
会

に
参
加
し
ま

し
た
。
当
日
の
講
師

の
木
内
さ
ん
の
ご
説
明
は

多
方
面
の
自
然
観
察

に
わ
た
り
大
変
興
味

の
あ

る
も

の
で
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、

こ
の
林
は

標
高
三
百
二
十

一
m
の
白
旗
山
を
中
心
に
自
然

歩
道
と
な

っ
て
お
り
、
市
民
の
山
菜
取
り
、
キ

ノ

コ
取
り
と
な

じ
ま
れ
、

こ
の
時
期

に
は
、
知

る
人
ぞ
知
る
、

ク

マ
イ
チ
ゴ
、

ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
の

採

集

に
数

人

の
人
が

出
か
け
て
来

て
お
り
ま

し
た
。
あ
る
程
度
、
植
物
等

の
採
集
を
す
る
楽

し
み
を
味
わ

っ
て
も
ら
う
市
有
林
と
し
、
ま
た

い
ろ
い
ろ
手
を
加
え
今
後

は
総
合
機
能
の
高

い

森
林

に
変
え
て
行
く
計
画
が
あ
る
と

い
う

こ
と

を
聞
き
ま
し
た
。
あ

い
に
く
時
期
的

に
は
鳥

の

姿

は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
鳴

き
声
も

ヒ
ヨ
ド
リ

シ
ジ

ュ
ウ
カ
ラ
等

の
留
鳥
で

ふ
だ
ん
の
林
の
様

子
で
し
た
。
林
を
進
む
う
ち
に
、
北
海
道
で
は
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め
ず

ら

し

い
ト

チ

ノ
キ

の
大

木

に
出

合

い
ま

し

た
。

び

っ
く

り

し

て
見

て

い
ま

し

て
、

モ
チ

モ

チ

の
木

の

お
話

を
思

い
出

し

て
な

つ
か
し

く

思

い
ま

し

た

。

ま

た
、

来

年
大

通

公

園

に
移

植
予

定

の

ホ
オ

ノ
キ
も

根

ま

わ

し
が

終

っ
て
、

お

い

て
あ

り

ま

し

た
が

、

は

た

し

て
来

年

元
気

よ
く

根

ず

く

か

心
配

な

こ
と
で

す

。

大

変

む
ず

か

し

い
木

と

い
う

こ
と
で

し
た

。

さ

ら

に
進

ん
で

行

く

と

山
部

川

の

せ
せ

ら
ぎ

に
ウ

グ

イ

ス
の
声

も

聞

か

れ
ま

し

た

。

そ

し

て
、

思

わ

ぬ
珍

客

の

マ

ム
シ

の
子

供

に
も

お
目

に
か

か

り
ま

し
た

。

木

内

さ
ん

の
お

話
で

は

、

マ
ム

シ
に
も

性

格

が

あ

っ
て
温

厚

な

も

の
、

キ

ッ
イ

も

の
と

、

そ

の
キ

ツ
イ

も

の
が

た

ま

た

ま
人

間

に
か

み

つ
く

と

い

う

こ
と

で

し

た

。
人

間
社

会

と
似

て

い

る
も

の

だ

と
感

心

し

ま

し

た
。

オ

ヒ

ョ
ウ

ニ

レ
、

ミ
ヤ

マ
ザ

ク

ラ
、

イ

ヌ
ト
リ

ヤ

ナ

ギ
、

ヘ
ビ

イ

チ

ゴ
、

ヤ

ナ
ギ

ラ

ン
、

ヤ

マ

ユ
リ

な

ど
、

こ
ん

な

小

さ

な

山
で

し

た

が
意

外

に
草

木
類

が

豊

富

で
感

心

い
た

し

ま

し

た
。

ま

た

、

地
質

的

に
は

、

八
木

会

長

の
説

明
で

基

盤

は

支

笏
軽

石

流

堆

積
物

と

い
う

こ
と
で

、
あ

ち

こ
ち

に
火

山

灰

の

中

に
軽

石

が

見

ら

れ
ま

し
た

。

半

日

の
豊

富

な

自
然

観

察

で

楽

し

い
ひ
と

と

き

が
送

れ
た

こ
と

を
感

謝

い
た

し

て

お

り
ま

す

。

(会
員

・
札
幌
市

)

新
し
い
自
然
観
察
指
導
員

誕

生
、
景

・
風

、
会習講

当
協
会
が
主
催
し
て
か
ら
.二
回
目
の
自
然
観

察
指
導
員
講
習
会
が
、
去

る
八
月
六
日
～
八

日

十
勝
岱
山
麓

の
自
金
温
泉
地
区
で
実
施

さ
れ
ま

し
た
。
当
地
を
襲

っ
た
猛
暑
を
も
の
と
も
せ
ず

二
泊

三
日
の
あ

い
だ
、
朝
六
時
か
ら
夜
十
時
ま

で

の

ハ
ー
ド

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
を
消
化
し
、
有
意

義

の
う
ち

に
六
十
七
名

の
指
導
員
を
誕
生
さ
せ

ぐ

て
終
了
し
ま
し
た
。

新
し
く
自
然
観
察
指
導
員

に
な
ら
れ
た
方

々

は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇

真
鍋
幸
雄
、
柳
沢
信
雄
、
大
坊
幸
七
、
佐

々

木
静
雄
、
高
田
隆
二
、
大
友

健
、
占
川

昭
、

大
和

一
彦
、
青
柳
祐

一
、
佐
竹
俊
男
、
ド
村
弘

之
、
畑
中
嘉
輔
、
中
山
秀
男
、
石
山

昇
、
横

山

誘
、
小
島
圭
子
、
福
地
郁
子
、
作
宮
洋

子
、

柳
沢
千
代
子
、
岩
泉

ゆ
う
子

(札
幌
市

)
吉
田

裕

↓、
岡
村
秀
雄
、
森

常
孝
、
坂
井
恒
俊
、

三
浦
国
彦
、
寺
島

一
男
、
久
保
田
と
し
子

(旭

川

旧
)
村
住
忠
彦

、
都
鳥
秀
史
、
久
保

田
裕
和
、

安
井
幸
紀
、
佐
藤
文
、
立
原
厚
子
、
土
井
里
江

デ
、
東
條
昌

子

(帯
広
市
)
長
岡
宏
幸
、
長
岡

範
子

(岩
見
沢
市
)
但
野
五
之
、
奥
村
栄
次
郎

(広
島
町
)
中
村
広
治

(芽
室
町
)
佐

々
木

仁

(東
川
町

)
山
田
純
悦

(和
寒
町
)
八
木
鉱

太
郎

(早
来
町
)
猪
狩
秀
雄

(大
滝
村

)
旭

雅
人

(上
川
町
)
遠
山
五
十
二

(苫
小
牧
市
)

小
野
裕
進

(網
走
市
)
有

田
智
彦

(羽
幌
町
)

大
館
和
広

(紋
別
市
)
佐

々
木

功

(鵡
川
町
)

小
栗

宏

(歌
登

町
)
田
中

等

(幌
延
町
)

三
木

昇

(江
別
市
)
安
井
美
智
子

(登
別
市

)
坂
口
敏
子

(北
見
市
)
里
見
郁
夫

、
中
川
数

県 府 県 繁:也
)))、 、

石
田
京
子

(東
京
都
)
芳
野

昇
、
有
坂

大
木
敏
嗣

(埼

玉
県
)
鈴
木
久
直

(宮
城

鶴
岡
壮

一

(山
梨
県
)
仲
谷
武
男

(大
阪

小
林

登

(茨

城
県
)
前
林

篤

(千
葉

池
田
千
鶴

子

(京
都
府
)

自
然
観
察
指
導
員

講
習
会
に
参
加
し
て

ー
、/
＼

柳
沢

信
雄

○
こ
ん
な
気
持
で

バ
ー
ド
ウ

ォ

ッ
チ

ン
グ
や
自
然
観
察
会

の
指

導

を
た

の
ま
れ
て
、
自

分
な
り
の
指
導
を
続

け

な
が
ら
、
そ

の
た
び

に
何

か

い
ま

一
つ
物

足
り

な
く
、

こ
れ
で
良

い
の
か
と

い
う
不
安
が

い
つ

も
心
の
ど

こ
か
に
あ

っ
た
。
ま
た
、

こ
の
よ
う

な
観
察
会
が
自
然
保
護

と
ど
の
よ
う
に
結
び

つ

く
と

い
え
る
の
か
、
自
分
な
り

に
す

っ
き
り
し

た
考

え
を
持
ち
、
確
信
を
持

っ
て
指
導
に
あ
た

り
た

い
と

い
う
願

い
も
強

か

っ
た
。

こ
ん
な
不
安
が
解
消

さ
れ
、
願

い
が
達
成
さ

れ
る
よ
う

に
と
参
加
し
ま
し
た
。

o
講
習
会

野
外
実
技
に

つ
い
て
は
解

る
解
ら
な

い
は
別

と
し
て
、

一
緒

に
動

け
る
自
信
は
あ

っ
た
が
、

夜

三
時
間
の
講
義
で
は
居
眠
り
が
心
配
だ

っ
た
。

し
か
し
、
柴
田
、
金
田
両
講
師
の
巧

み
な
話

術
と
そ
れ
に
も
倍
す

る
お
二
人
の
自
然
保
護

へ

の
強

い
情
熱
が
ピ
リ
ピ
リ
と
受
講
者

の
肌

に
伝

わ

っ
て
く
る
よ
う
な
意
気
込
み
に
圧
倒

さ
れ
て

と
て
も
居
眠
り
ど

こ
ろ
で
は
な
く
、

か
え

っ
て

終

了
後
も
眼
が
冴
え

て
消
燈
が
残
念
な
感
じ
で
、

仲
間
と
話
し
合
う
時
間
が
痛

切
に
ほ
し
か

っ
た
。

野
外
実
技
で
は
、
最
終
日
の

「
テ
ー

マ
さ
が

し
と
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
作

り
」
、

「指

導

を
し

て

み
よ
う
」

に
皆
が
青
く
な

っ
た
。
意
図
的
に
そ

う
し
た
の
か
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会

の
日
程

及
び
内
容

に
は

「
野
外
実
技
指
導
」
と
あ
る
だ

け
。
の
ん
び
り
参
加
を
き
め
こ
ん
で

い
た
と
こ

ろ
に
ド
カ
ン
と

一
発
見
舞

わ
れ
た
形
で
、
消
燈

時
間
が
過
ぎ

て
も
う
ろ
た
え
助

け
を
求
め
る
者

張
り
き
る
者
で

に
ぎ
わ

っ
た
。

朝
は
四
時
頃
か
ら
飛
び
出
し
う
ろ

つ
く
人
、

ベ
ン
チ
で
頭
を
か
か
え
る
人
、
し
か
し
、
時
間

は
容
赦
な
く
過
ぎ
て
、

い
よ

い
よ
本
番
、
互

い

に
緊
張

の
中
で
始
ま

る
。

一
グ

ル
ー
プ
十
名
は

指
導
す

る
者
さ
れ
る
者
が

い
つ
の
間
に
か

一
つ

に
な
り
、
緊
張
も
解

け
和
や
か
な
雰
囲
気

が
楽

し
さ
を
増
す
。
特

に
若
者
達
が
選
ん
だ
テ
ー

マ

に
は

ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
が
多
く
、
感

心
さ
せ
ら

れ
た
。
朝
の
う
ち

に
見

つ
け
て
お

い
た
動
物
な

の 3・



ど
の
糞
が
見
当
ら
ず
持
ち
時
間
五
分
間

の
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
、
グ

ル
ー
プ
全
員
が
糞
探
し
、
や

っ

と
見

つ
け
て
歓
声
を
あ
げ
る
班
が
あ

っ
た
り
、

ア
リ
の
観
察
で
は
穴

か
ら
出
て
く

る
予
定
の
ア

リ
が
姿
を
見
せ
ず
、
あ
わ
て
て
地
面
を
た
た
く

と

い
っ
た

ハ
プ

ニ
ン
グ
も
交

え
て
楽
し

い
な
か

で
全
員
無
事
に
終
え
た
。

0
こ
れ
か
ら

自
然
保
護
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
指
導
者

に
中
味

の
濃

い
研
修

を
び

っ
し
り
受

け
た
が
、

こ
ち
ら

に
十
分
な
下
地
が
無

い
せ

い
か

ス
カ

ッ
と
し
た

と
こ
ろ
ま
で
は

い
か
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
少

な
く
と
も
今
ま
で
と
は
違

っ
た
考

え
方
で
取
り

組
も
う
と

い
う
気
持
は
で
き
た
よ
う

に
思
う
。

す
で

に
あ
る
組
織
で

こ
れ
か
ら
も
続
く
観
察
会

が
少
し
で
も
変
わ
る
よ
う
努
力

し
た

い
。

今
回

の
講
習
で
出
来
な
か

っ
た
参
加
者

の
交

流
会

は
後
日
ぜ
ひ
計
画
さ
れ
、

話
し
合
え

る
場

が

つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。

(会
員

・
札
幌
市
)

自
然
観
察
指
導
員

講
習
会
に
参
加
し
て

横
山

璃

自
然
観
察
指
導
員
講
習
会

は
、
白
金
温
泉
と

し

て
知
ら
れ
る
十
勝
岳
中
腹
、
「国
立
大
雪
青
年

の
家
」
を
拠
点

に
、
八
月
六

日
か
ら
三
日
間
に
わ

た

っ
て
開

か
れ
た
。

そ
れ
は
、

(社
)
北
海
道
自
然
保
護
協
会

に

と

っ
て
は
第
三
回
目
の
、
ま
た
、

(財
)
日
本

自
然
保
護
協
会

に
と

っ
て
は
第
五
十
二
回
目
に

当
る
催

し
で
、
後
者
か
ら
出
講
さ
れ
た
自
然
哲

学
者

・
推
進
役

の
三
指
導
者
を
中
核

に
、
前
者

の
講
師
陣

・
役
員
、
お
よ
び
道

・
道
教
委

・
地

元
美

瑛
町

の
協
力
の
も
と
で
、
六
十
七
名

の
参

加
者
を
集

め
て
の
も
の
で
あ

っ
た
。

ペ
ー
パ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
よ
ろ
し
く
名
目
会
員

と
し
て
十
数
年
を
経
て
し
ま

っ
て

い
た
私

に
と

っ
て
、
当
講
習
会

に
参
加
す

る
こ
と
は
、
自
然

保
護
協
会
が
置

か
れ
て
き
た
状
況
を
運
動
体

の

内
側
か
ら
見

る
好
機
で
あ

っ
た
。

参
加
者
は
、
北

は
幌
延
町
、
南
は
大
阪
府
か
ら

集
ま
り
、
二
十
オ

の
お
嬢
さ
ん
か
ら
八
f
才
で

か
く
し

ゃ
く
と
し
た
老
人
ま
で
、
大
学
で
環
境

学
を
専
攻
す
る
学
生
グ

ル
ー
プ
、
小

・中

・高
校

で
教
鞭
を
振
う
教

師
、
長
年
林
業
経
営
で
勤
め

あ
げ
た
役
人
や
民
問
人
、
国
立
大
学

の
名
誉
教

授

と

い
っ
た
雑
多
な
人

々
の
寄
り
集
ま
り
で
あ

っ
た
と

こ
ろ
に
当
講
習
会

の
特
色

が
あ

つ
た
。

こ
れ
ら
雑
多
な
受
講
者
た
ち
が
、
自
然

と
人

間

の
活
躍
舞
台

の
接
点
に
位
置
す
る
国
立

の
施

設

に
お

い
て
学
び
得
た
自
然
哲
学
を
自

ら
の
も

の
に
し
、
普
遍
的
な
理
念

に
ま
で
高
め
て
ゆ
け

る
か
、
ま
た
実
践
的
な
自
然
保
護
運
動

の
指
導

者
と
な

っ
て
ゆ
け
る
か
ど
う

か
は
、
受
講
者

一

人

一
人
の
資
質
と
努
力
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な

い

へ

む

で
あ
ろ
う

雑
多
な
寄
り
集
ま
り
に
は
雑
多
な
価
値
観
が

存
在
す
る
。

こ
の
こ
と
は
自
然
保
護
協
会

が
外

部
か
ら
様

々
な
色
眼
鏡
で
見
ら
れ
る
こ
と
を
も

意
味
し
て

い
る
。
自
覚

の
希
薄
な
会
員

に
よ
る

一
発
言
が
、
開
発
推
進
省
庁
や
各
種
団
体
、
文

部
省
や
日
教
組
、
は
び

こ
り

つ
つ
あ

る
右
翼
団

体
等

に
と

っ
て
は
恰
好
な
餌
食
と
な
り
果
て
る

で
あ
ろ
う

こ
と
を
見
た
思

い
で
あ

っ
た
。

す
ば
ら
し

い
自
然
が
備

え
も

つ
リ
ズ

ム
へ
の

配
慮
に
乏

し

い
国
立
施
設
と
そ
こ
で

の
規
律

に

身
を
委
ね
て
み
た
時

に
、
隣
接
地
で

の
軍
事
演

習

の
轟
音
は
、
半
世
紀
前
の
軍
国
主
義
日
本
の

足
音
を
も
思

い
出

さ
せ
て
く
れ
た
。

一
般
国
民

は
知
ら

ぬ
間
に
巧

み
な
国
家
的
陰
謀
開
発
の
罠

に
陥

っ
て
ゆ
く
も

の
な

の
か
も
知

れ
な

い
。

価
値
の
偏
在
と
遍
在

に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
の
多

い
今

日
こ
の
ご
ろ
で

は
あ

る
。

(会
員

・
札
幌
市
)

自
然
観
察
指
導
員

講
習
会
に
参
加
し
て

岩
泉

ゆ
う
子

十
勝
岳
山
麓

の
雄
大
な
自
然
の
中
で
開
催
さ

れ
た
第
五
十
二
回
自
然
観
察
指
導
員
講
習
会
は

連

日
の
暑
さ
の
う

え
、

ハ
ー
ド

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

で
あ

っ
た
が
無
事
受
講
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
野
外
で

の
実
技
指
導

か
ら
夜

間
の
講
義
ま

で
全
日
程
を
ふ
り
返

る
と
、
と
て
も
充
実
し
た

内
容

ゆ
た
か
な
も
の
だ

っ
た
と
思
う
。

森

の
中
の
生
命

の
営

み
は
倒
木
更
新

や
土
壌

動
物
を
見
て
窺

い
知

る
こ
と
が
で

き
た
が
、
そ

の
た
め

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
、
角
度

か
ら
森

を
眺
め
る
必
要

が
あ

る
こ
と
を
教

え
ら
れ
た
。

ま
た
、
自
然
観
察
会
で

の

コ
ー

ス
の
選
択

や
リ

ー
ダ
ー
の
あ
り
方
と

い

っ
た
実
際
的
な
も

の
、

そ
れ
ら

の
骨
格
と
な

る

「
自
然
の
し
く
み
や
八

と
の
関
係
」
に

つ
い
て
の
お
話
に
よ

っ
て
、

マ

ク

ロ
に
自
然
を
見

る
こ
と
、
特
殊
な
も

の
で
は

な
く
、
普
通
の
も
の
を
中
心

に
し
て
人
と
自
然

と
の

つ
な
が
り
を
考

え
る
こ
と
の
重
要

さ
を
認

識
さ
せ
ら
れ
た
。

私

に
と

っ
て
、

も

っ
と
も
難
し
か

っ
た
の
は

「自
然
保
護
を
考

え
る
」
だ

っ
た
。

「自
然
を

愛
す
る
こ
と
は
平
和
を

愛

す

る

こ
と
」
、

「
自

然
は
子
孫

か
ら
の
借

り

も

の
」
、

こ
れ
ら
の
言

葉

に
自
然
保
護
の
根
本
精
神

は
集
約
さ
れ
て
い

る
と
思
う
。
し
か
し
、
自
然
破
壊

の
進

め
ら
れ

て
ゆ
く
現
実
や
、
時
に
疑
問
を
感
じ
る
自
然
志

向

の
ブ

ー
ム
を
前

に
し
て
、
人
間
が
自
然

に
対

し

て
思

い
上
ら
ず
、
ど
こ
ま
で
謙
虚
で

い
ら
れ

る
か
を
考
え

る
と
、
自
然
保
護

の
将
来
が
必
ず

し
も
順
調
で
は
な

い
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。
そ

れ
だ
け
に
大
き
な
課
題

と
し
て
残

っ
た
。

最
終
日
は
前
二
日
間
の
総
決
算
と
も

い
え
る

小
グ

ル
ー
プ
別

の
野
外
実
習

テ
ス
ト
が
主
で
あ

っ
た
。
側
溝

の

コ
ケ
類
、

ツ

ル
植
物
と
樹
木

の

関
係
、
枯
木

の
上
半
分
を
伐

り
芝
生

に
置
く
不

自
然
さ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

の
着
眼
点
の
鋭

さ
に
驚
か
さ
れ
た
。
私
は

「身
近
な
鳥
た
ち
」

を

テ
ー

マ
に
し
た
が
、
問

い
か
け
の
答
か
ら
話

を
う
ま
く
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
力
不

足
と
も
の
の
見
方
の
甘

さ
を
痛
感
し
た
。

講
習
会

は
確

か
に
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
的

に
き

つ

い
も
の
で
あ

っ
た
が
、
こ
こ
で
得
た
知
識
や
経

験
を
ま
ず
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
生

か
せ
る
よ
う

努

め
た

い
。
開
催
会
場
の
規
則
な
ど
で
無
理
だ

っ
た
と
思
う
が
、
も
う
少
し
自
由
時
間
が
あ

っ

た
な
ら
、
各
地

か
ら
参
加

し
た
受
講
者
の
間
の

交
流
も
も

っ
と
深
め
ら
れ
た
の
で

は
な

い
だ
ろ

・4



う
か
。
そ
れ
が
唯

一
の
残
念
な

こ
と
だ

っ
た
。

最
後

に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
講
習
会

の
準

備
、
運
営

に
た
ず
さ
わ
ら
れ
た
先
生
方
、
事
務

局

の
皆
様

に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

(会
員

・
札
幌
市
)

陳
情
書
、
要
望
書

意
見
書
、
回
答
文
書

開
発
道
路

静
内

中
札
内
線
計
画
の

再
検
討
に
つ
い
て

(要
望
)

H
N
C
S
第
一二
二
八
号

昭
和
五
十
八
年

八
月
十
五
日

北
海
道
知
事

横
路
孝
弘
殿

(社
)
北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

八

木

健

三

要
旨

日
高
山
脈

一
帯

は
、
わ
が
国
に
残

さ
れ
た
数

清水
日勝峠源

日高

帯広

横断道 路
予定ルート

ビパイロ岳▲

ぞ 難 幾 内
ペテガリ岳 国定公園指定区域

内懸

浦河
LLA

広尾岳 ▲

〈日高横断道路建設予定図〉

少
な

い
原
生
的
自
然
地
域
で
あ
り
、
学
術
上
に

も
極

め
て
貴
重
な
地
域
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
貴

重
な
自
然
を
破
壊
す

る
こ
と
な
く
、
人
類
の
遺

産
と
し

て
後

世
に
残
す

こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
に

課

せ
ら
れ
た
大

き
な
責
務
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

本
協
会

は
既

に
こ
の
地
域
に
計
画
さ
れ
て

い

る

「
静
内
-
中
札
内
道
路
」

の
建
設
計
画
を
廃

棄
す
る
よ
う
要
請
し

て
ま

い
り
ま

し
た
が
、
最

近
道
は
本
道
路

の
建
設
に
進
む
方
針
を
明
ら
か

に
い
た
し
ま

し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
本
協
会

は

従
来
の
基
本
的
な
姿
勢

に
も
と
ず
く
と
と
も

に

と
く
に
別
記

理
由

に
よ
り
、
本
計
画
の
再
検
討

を
強
く
要
請

い
た
し
ま
す
。

理
由

一
、
わ
が
国

に
お

い
て
近
年
建
設
さ
れ
た
幾
多

の
山
岳
道
路

に
よ
る
自
然
破
壊

の
前
例

か
ら

見

て
、
本
道
路

が
日
高
山
脈

の
原
始
的
自
然

を
破
壊
す
る
お
そ
れ
が
き
わ
め
て
大
き

い
。

二
、
最
近
完
成

し
た
高
見
ダ

ム
、
目
ド
計
画
中

の
札
内
ダ

ム

・
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画

・

さ
ら
に
国
有
林
施
業
計
画

と
の
関
連
を
慎
重

に
検

討
し
、
当
該
地
区
の
開
発
と
自
然
保
護

オ
オ

ア
カ
ゲ

ラ
の

き

つ
お
君

福

地

大

ぼ

く

は
六

月

二

十

二

日

に
虫

取

り

に
行

っ
た

。

い

つ
も

虫

を

取

る

コ
ー

ス
は
、

山
鼻

川

の
道

を

登

っ
て
、

ざ

り

が

に
の

取

れ

る
広

場
で

あ

る
。

そ

こ

に
は

、

ち

ょ
う

の

、

シ
ー

タ

テ

ハ
が

多

い
。

も
う

少

し

上

に
行

く

と
大

き

な

水

た
ま

り
が

あ

り
、

そ

こ
で

キ

ュ
ー

キ

ュ
ー

ツ
と

な

き
声

が

聞

こ

え
た

。

初

め

は
気

に

し
な

か

っ
た

け
ど

、

何

か
が

い
る

け

は

い
を

か
ん

じ

て

、
だ

ん
だ

ん

近

く

に
行

っ
て

み

る
と

、

ア
カ

ゲ

ラ
ど

く

と

く

の

に

お

い
を
出

し
、

羽

を

ば

た

つ
か

せ

て
な

い
て

い

る
幼

鳥

が

い
ま

し

た

。

き

っ
と

飛

び

た

つ
練

習

に
失

敗

し
た

の
だ

ろ

う

と
、

ぼ
く

は
考

え
ま

し

た
。

そ

れ
で

、

う

ち

で

し
ば

ら

く

、

飛

べ

る

ま
で

か
う

こ
と

に
し

ま

し

た
。

か

っ
て

い
る
と

ふ

ん

は
す

る
し

、

そ

こ
ら

へ

ん

を

つ

つ

い
た

り

、

も

う

た

い

へ
ん

で

し

た
。

え

さ

は

イ
チ

ゴ

、

す

い
か
、

生

肉

、

サ

ク

ラ

ン

ボ

、

ア
オ

ム

シ
、

パ

ン
な

ど

で

し

た
。

ほ
と

ん

ど
な

ん

で

も
食

べ
ま

し
た

。

か

っ
て

み

る
と

意

外

に
人

な

つ
こ

い
鳥

で

し

た
。

ぼ

く

や

お
母

さ
ん

の
む

ね

や

か
た

に
止

ま

っ
て
と

っ
て
も

か
わ

い

い
で

す
。

飛

ぶ

の
が
ト

手

に
な

り
、

と

て
も

な

れ

て

、
「自

然

に

か
え

し

た

く

な

い
。

こ

の
ま

ま

う

ち

に

お

い
て

お
き

た

い
」

と

思

い
ま

し

た

が

、
「
や

っ
ぱ
り

自

然

に

か

　

　

　

え

す

の

が

き

つ
お

の
た

め

だ
」

と
思

い
ま

し

た
。

そ

れ

で
外

に
慣

ら

す

た

め
、

朝

早

く

に
う
ち

の

な

し

の
木

の
バ

ー

ド

テ

ー
ブ

ル
に
は

な

し

て

や

り

ま

し
た

。

キ

ー

キ

ー

ッ
と

と

な

い
て

い
ま

乙

た

。
学

校

に

い

っ
て

も

ふ
あ

ん
で

、

じ

ゅ
ぎ

ょ

う

中

に

「も

う

と

ん
で

行

っ
た

か
な

あ
」

と

思

う

と

た
ま

ら

な

く

な

り
ま

し
た

。

家

に

帰

っ
て

き

た

ら
、

お
母

さ

ん

が

「ま

だ

そ

こ
ら

へ
ん

に

い
る

よ
」

と

い

っ
た

の
で

さ

が

し

た

ら
、

ほ

か

の

木

に
と

ま

っ
て

い
ま

し
た

。

夕
方

ま

た

、

バ

ー
ド

テ
ー
ブ

ル
に
と

ん
で

も

ど

っ
て

き
ま

し

た

。

そ

れ
で

う

ち

に

入

れ

て
、

さ

い

こ
の

天

ぷ
ら

の

え

さ
を

あ

た

え

て
外

に
出

し

ま

し

た
。

う

ち

の

回

り

の
木

を
う

ろ
う

ろ

し

て

ま

し
た

が

、

う

す

暗

く

な

り

か

け
た

時

、

や

っ
と

と
び

立

っ
て
行

き

ま

し

た
。

ま

た

バ

ー

ド

テ

ー
ブ

ル
に
き

て

ほ

し

い
と

思

い
ま

す

。

(小

学

五

年

・
札
幌

市

)

ダ
イ

(
こ
の
文

の
作
者
、
福

地

大
君
は
会
員
福
地

郁
子
さ
ん
の
長
男
で
、

た

い
へ
ん
熱
心
な
ナ
チ

ュ
ラ
リ
ス
ト
で
す
。

オ
オ
ア
カ
ゲ
ラ
の
雛

に
よ

せ
る
気
持
が
と
て
も

よ
く
書
け
て

い
ま
す
ね
。

さ
し
画

は
福
地
さ
ん
の
お
宅

の
木
に
止

っ
て
い

る
の
を

ス
ケ
ッ
チ
し
た
も

の
で
す
。

(八
木
健
三

・
記
)
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を
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
、
さ
ら

に
日
高
え
り
も
国
定
公
園
指
定
と

い

う
新
し

い
事
態

に
対
応

し
て
、
本
道
路
計
画

に
つ
い
て
再
検

討
の
必
要
が
あ
る
。

四
、
な
お
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
を
正
し
く
解

決
す
る
た
め
に
も
、
新
し

い
道
政
の
あ
り
方

と
し
て
、
北
海
道
全
域

に
わ
た

っ
て
開
発
と

自
然
保
護
を
整
合

せ
し
む
る
よ
う
積
極
的

に

検

討
す

る
こ
と
を
提
言
し
た

い
。

●
会
員
の
皆
様

の
お
願

い

乏

皆
様

の
ま
わ
り
の
か
た
が
た

へ
、
入
会
勧
誘

を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

た
だ

い
ま
入
会

さ

れ
た
方

に
は
、
現
在
編
集
中

の
会
誌

「
北
海
道

の
自
然
」
第
二
十
三
号

(野
生
動
物
特
集
)
の

ほ
か
、
昨
年
度
の
会
誌
第
二
十

二
号

(湿
原
特

集
)
を
あ
わ
せ
て
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
会

に
大
勢
の
方

々
に
ご
入
会

い
た

だ

け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願

い
申
し
あ
げ

ま
す
。

●
図
書
寄
贈
の
お
願
い

自
然
環
境
、
自
然
保
護

に
関
す
る
図
書
を
収

集

し
、
当
協
会
の
活
動
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

ど
う

か
、
当
協
会

に
図
書

を
ご
寄
贈
下

さ
い

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

◆
原

稿

募

集

会
員

の
皆
さ
ん

の
原
稿
を

お
寄
せ
下

さ

い
。
身

近
な
自
然
の
歳
時
記
や
観
察

記
録
、
自
然
保
護

に
関
す

る
こ
と
、
当

協
会
に
対
す

る
意
見
で

も
結
構
で
す
。

原
稿

は
八
○
○
字
前
後
で
お
願

い
し

ま
す

(長

い
も
の
は
、
カ

ッ
ト
し
ま
す

の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
)。

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
も
大
歓
迎
で
す
。

ハ
ガ
キ
で
も
結
構
で
す
。

お
気
軽

に
事

務
局

へ
お
寄
せ
下
さ

い
。

●
個
人
会
費
納
入
の
お
願

い

個
人
会
費

を
未
納

の
方

は
お
早
目
に
納
入
く

だ
さ
る
よ
う

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

個
人
会
費
は
年
額
次

の
と
お
り
と
な

っ
て
い

ま
す
。個

人
会
員

(A
)

二
、
五
〇
〇
円

(B
)

一
、
五
〇
〇
円

学
生
会
員

一
、
五
〇
〇
円

個
人
会
員

(B
)

は
同

一
世
帯
で
た
と
え
ば

夫
婦

・
親
子

・
兄
弟
な
ど
2
名
以
上

の
場
合
、

二
人
目

か
ら
、

送
金
先

北
海
道
拓
殖
銀
行

北

海

道

銀

行

郵
便
振
替
口
座

本
店
〇

一
七
二
五
九

本
店

一
〇

一
四
四
四

小
樽

一
-
四
〇
五
五

●
ネ
ク
タ
イ
ピ

ン
頒
布

の
ご
案
内

こ
の
た
び
当
協
会
で

は
、
北
海
道
自
然
環
境

等
保
全
条
例
制
定
十
周
年
を
記
念

し
て
、

コ
メ

バ
ツ
ガ
ザ

ク
ラ
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
ネ

ク
タ
イ
ピ

ン
を
製
作

い
た
し
ま

し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
見
本
を

ご
覧

の
う
え
、
代

金

・
送
料
を
そ
え
て
、

お
申
し
込
み

い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

会
員
定
価

一
個
六
〇
〇
円

(定
価

一
個

八
○
○
円
)

送

料

一
個

一
二
〇
円

三
個
ま
で

一
七
〇
円

七
個
ま
で

二
四
〇
円

十
個
以
上

の
場
合

は
三
五
〇
円

送
金
先
は

「個
人
会
費
納
入
の
お
願

い
」

の
先
金
先
と
同
様
。

(
臼
㊦
勘
銑

翼
○。O
獣
叢

÷

「
浮

ひ
㊦
麹

叫
。)

会
誌

バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
頒
布

の
ご
案
内

当
協
会

の
会
誌
も

一
九
六
六
年

に
第

一
号
が

発
行

さ
れ
て
以
来
、
昭
和
五
十
七
年
度

現
在
で

第

二
十

二
号

に
な
り
ま
し
た
。
当
協
会
誌

は
会

機
関
誌
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
広
く
自
然
環
境
、

自
然
保
護

に
関
す
る
普
及
書
と
し
て
、
関
係
各

方
面
よ
り
高
・い
評
価
を

え
て
お
り
ま
す
。
残
部

が
わ
ず

か
な
号
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
希
望

の
方

に
は
次

に
よ
り
お
頒

け
い
た
し
ま
す

の
で
、
事

務
局
ま
で
頒
価
、
送
料
を

ご
送
金

の
う
え
、
お

申
し
込
み
下
さ

い
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
あ
げ

ま
す
。

(内
容
は
次

号
か
ら
掲
載
し
ま
す
。)

頒
価

会
誌

一
号
～
十
五
号

一
冊
五
〇
〇
円

十
六
号
～
十
八
号

一
冊
八
○
○
円

十
九
号
～
二
十
号

一
冊

一
、
○
○
○
円

二
十

一
号
～
二
十
二
号

一
冊

一
、
五
〇
〇
円

送
料

一
号
～
二
十
号

一
冊

二
〇
〇
円
、
三
冊
ま

で

二
五

〇
円
、
七
冊
ま
で

三
〇
〇
円

二
十

一
号
～
二
十
二
号

一
冊

二
〇
〇
円
、
二
冊
二

五
〇
円
、
四
冊
ま
で
三
〇

〇
円

送
金
先「個

人
会
費
納

入
の
お
願

い
」
の
送
金
先

と
同
様
。

昭
和
五
十
八
年
九
月
十

日
発
行

〇
六
〇

札
幌
市
中
央
区
北

]
条
西
七
丁
目

広
井
ビ

ル
五
階

発

行
所

齢
燗
北

海

道

自
然

保

護

協

会

電
話

(〇

一
一
)
二
六
一t
六
五
八
六
(代
)

(〇

二

)
二
五
一ー
五
四
六
五
(直
)

郵
便
振

替

口
座

小
樽

一
i
四
〇
五
五

北
海
道
拓
殖
銀
行
本
店

〇

一
七
二
五
九

北

海

道

銀

行

本

店
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